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副題

■１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 1

■２.環境 □６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化

□４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

■1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 1
開発目標 □2.省力化 ■6.安全性向上 ■10.省資源・省エネルギー 6
（選択） □3.経済性向上 ■7.作業環境の向上 □11.省資源・省エネルギー 7

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.省資源・省エネルギー 番号： 10
従来技術名：
1.経済性 □1.向上（　％）　■2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 2
2.工程 □1.短縮（　％）　■2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 2
3.品質・出来型 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□4.低下 番号： 1
7.その他 □1.向上　□2.同程度　□5.低下 番号：

開発体制 番号：

開発会社
㈱エムケーエンジニアリング

販売会社
㈱エムケーエンジニアリング

協会名

会社名： 住所：大阪市福島区吉野1丁目20-30

技術 担当部署： TEL：
FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：大阪市福島区吉野1丁目20-30

営業 担当部署： TEL：
FAX：

担当者名： mail:

（概要）

覆工コンクリート打設時に、セントル外板を面状発熱体で加温し、コンクリート表面温度をコントロール
する技術。制御盤により温度設定が容易になるため施工性が向上する。石油燃料を使用しないため、火災
発生のリスクが低減し安全性が向上する。また、Co2の発生がなくなり、作業環境が向上する。

技術営業部 06-6443-7061

源石大輔

㈱エムケーエンジニアリング
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■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

問合せ先

㈱エムケーエンジニアリング

技術営業部
06-6443-7060

源石大輔

06-6443-7061

06-6443-7060

mke_eigyo@nifty.com

mke_eigyo@nifty.com

変更受付年月日

覆工コンクリートの表面温度を加温し養生する 開発年
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登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 面状発熱体スライドセントル加温養生システム
収受受付年月日 令和8年3月30日

番号：
1

1-3-5.道路／トンネル工

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

KK-240077-A 評価なし

活用の効果

セントルのシート養生とジェットヒーターによる加温



面状発熱体スライドセントル加温養生システム 登録No. 1843

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1（2）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

A-2

１．面状発熱体をセントル外板裏面に取り付ける
２．現場でセントルを組み立てる
３．制御盤を取り付け配線する
４．コンクリート打設時より加温養生を開始する
５．セントル脱型までの16～18時間加温養生を行う
６．面状発熱体の電源を切った後セントルを脱型する

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

＜施工条件＞
道路トンネル：2車線　60㎡
施工場所：石川県加賀市
施工延長：1000ｍ
打設長：10.5ｍ/回
打設回数：1000ｍ/10.5＝96回　3回/週
加温時間：16～18時間

積算資料（　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）システム費用が発生する。

（長　所）
①制御盤により面状発熱体の温度設定が可能であるため施工性が向上する。
②石油燃料を使用しないため火災発生のリスクが低減し安全性が向上する。③石油燃料をしないためCo2の発生
が無くなり作業環境が向上する。

掲載刊行物
建設物価（　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

添付資料①積算資料

添付資料②管理基準



登録No. 1843

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号
特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日
評価・証明

制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号
その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日
よる証明

証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

特になし

室内実験により、面状発熱体の加温効果が確認できた。

添付資料③面状発熱体加温試験

制御盤及び面状発熱体に、妻板等の洗浄水がかからないようにすること。

（適用できる条件）①面状発熱体の電源200Vが確保できる②可燃性ガスの発生しない現場

トンネルの内空断面、セントル長に応じた面状発熱体の数量及び配置を検討する。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 面状発熱体スライドセントル加温養生システム

A-3

（適用できない条件）①面状発熱体の電源200Vが確保できない②可燃性ガスが発生する現場
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登録No. 1843

実績件数 公共機関： 1 民間：

発　注　者 施工時期
NEXCO西日本 2022年8月

国土交通省九州地方整備局 2025年1月

宇治田原トンネル東工事

江迎３号トンネル

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 面状発熱体スライドセントル加温養生システム

工　事　名 CORINS登録No.



登録No. 1843

面状発熱体W140×L1300

スライドセントル外観 面状発熱体配置図

面状発熱体制御盤 面状発熱体取付状況

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 面状発熱体スライドセントル加温養生システム

A-5


